
○推進会議は、校区コミュニティ組織、校区社会福祉協議会などの各種団体や地域住民が主体と

なり、地域で普段からのゆるやかな見守りや支え合いが広がることで、生活に困ったり、孤立した

りせず、安心して生活できるよう、各校区の実情に応じて協議をする場として設置されています。

○「住民だけ」「団体・企業だけ」では解決や実現が難しいことも、様々な団体や企業に参加しても

らい、みんなで協力することでできることが増えていきます。そのため、推進会議では地域に関わ

る人々のすそ野を広げていくことも大切にしています。

○コーディネーターは、担当する校区コミュニティ圏域で市民活動団体や企業などとも連携し、推

進会議の活動や地域での支え合いの取組みをバックアップしています。

支え合い推進会議について１－２

平成27年の介護保険法改正により、地域における高齢者等の生活支援活動の創出など支え合

いの仕組みづくりを行うために、生活支援体制整備事業が創設されました。その後、「地域共生社

会の実現」に向け、高齢者だけでなくすべての世代を対象としたつながりづくりや複合狭間の課題

へ対応していくため、平成３０年に社会福祉法が改正され、重層的支援体制整備事業の一つとして

位置づけられました。

本市では平成２８年度より事業を開始。生活支援コーディネーター（以下、コーディネーター）を配

置し、校区コミュニティ圏域ごとの支え合い推進会議（以下、推進会議）の設置を進め、令和4年度

にすべての校区に設置されました。

（１）事業の概要

例）
・ボランティアの募集
・ボランティア養成講座の実施
・広報の強化（活動紹介リーフレット
作成など）

例）
・アンケート、ヒアリング（聴き取り）
・意見交換（ワークショップ）
・地域資源（地域のお宝）の把握、共有

３つの活動を
繰り返す

例）
・既にしている活動の工夫・充実
・新たな活動（⽣活支援、居場所、交
    流など）の開始

現状把握と課題整理
（知る･考える）

情報収集・発信
（集める･広げる）

支え合い活動の充実
（動く）

【支え合い推進会議の取組みイメージ】
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（２）事業実施の実績

○推進会議で扱われているテーマ

○推進会議の取組みから生まれてきたもの

テーマ 内容等

生活支援
・アンケート調査等で住民の困りごとを把握し、地域でできる活動について
協議。住民による支え合い活動団体を設立し、活動。
例）ごみ出し支援、買い物代行、草取り等

移動販売の
導入

・アンケート調査等で買い物ニーズが顕在化。移動販売車を導入。地域内に
拠点を設けることで、買い物だけでなく、外出の機会や交流の機会とする。

見守り活動の
充実

・孤立防止や課題の早期発見、解決を図るとともに、顔の見える関係づくり
を図るために、見守り活動を充実。

集いの場・
居場所づくり

・校区や自治会単位での集いの場を開催、開設。
例）ラジオ体操、フレイル予防の健康講座、子どもの居場所等

防災
・災害に備えた日頃からの取組みについて検討。
例）防災福祉マップの作成、危険箇所の把握・周知、避難行動要支援者名

簿を活用した支援体制の検討等

情報発信・
周知

・dボタンの使い方などを周知し、情報収集の選択肢を増やす。
・既存活動についての情報発信を行うことで、地域住民等に地域活動へ関
心を持ってもらい、参加するきっかけとする。
例）校区の各種団体や活動を紹介するリーフレットを作成し、周知

～ 地域住民の「困った」から生まれる優しいつながりと、叶え合える願い ～

推進会議は、世代を超えて地域への想いを話し合える自由度の高さが強みです。

今、校区内にお住まいの方々の困っていることに対する取組みを考えることだけではなく、将来

困るかもしれないことや、「自分たちのために、こんな取組みがあったらいいな」という願いをもとに、

校区それぞれのやり方で、推進会議の場が活用されています。

そこでは、周りの人に言いにくい「困った」「助けてほしい」という気持ちが言える関係性や、互い

の立場に立って想いを受け止められる、『ゆるやかなつながり』が大切になってきます。

そのため、コーディネーターが日々地域の声を聞き、地域のみなさんとともに知恵を出し合いな

がら、みなさんのつながりづくりや、叶え合える地域づくりのために、伴走型の支援を

しています。

これまでに、それぞれの地域の事情に応じて、推進会議で次のような事例が生まれ

てきています。

各校区の推進会議では、地域の状況に応じて、以下のようなテーマで協議や活動が進められて

います。
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Ｂ校区推進会議には、地域にある病院が参画しています。取組みを話し合う中で「誰かを
支えるだけでなく、支えてもらっている。お互いの『支え合い』の気持ちを広げていけると
いいな」「様々な立場や価値観があるので、学ぶことが大事じゃないか」などの意見が出さ
れました。そこで、コーディネーターの伴走のもと、推進会議メンバーである病院に協力を
お願いし、車いす体験を行なってみることにしました。

車いすの特徴や使い方のレクチャーを受け、乗る側と介助する側の両方を体験した推進会
議のみなさん。「段差や坂があると怖い」「乗ったときと押すときで全然見え方が違う！」
「声をかけながら押してもらえると安心できる」などの声があがりました。“我がごと”と
して捉える機会を得て、体験したから気づけたことも多く、次の取組みに活かそうとしてい
ます。

A校区推進会議では、生活支援団体を立ち上げ、可燃・資源ごみ出しから買い物支援まで多岐に
わたる活動をしていました。活動の中で、今度は「移動」に関する地域の困りごとが見えてきました。
そこで、新たに推進会議で「移動支援」の検討を始めることになりました。

まず、推進会議で、移動に困りごとを感じている住民にヒアリング（聞き取り）を行い、どこにどん
な困りごとがあるのか情報を集めました。さらに、福祉事業所や病院、タクシー事業者等に対して、
事業所が所有している車両を活用した移動支援ができないか相談してみることにしました。

地域の“困った”から、地域が生み出した“新たな資源”

地域に寄り添うために、まずはわたしたちが“我がごと”体験

“みんなが活躍できる”視点をもとに、こども食堂を開催

参考事例の情報提供
や関係者との協議の調
整、関係法令の確認な
ど、推進会議の取組み
が円滑に進むよう、支
援を行なっています。

結果として、移動支援の実現には至りませんでした。
しかし、これをきっかけに、公共交通機関の連絡先を
明記した『公共交通一覧連絡表』と、配車予約した日
時を記入できる『配車連絡カード』を作成・配布し、移
動の困りごとが少しでも解消されるようにしました。
地域の“困った”に対応した校区オリジナルの“新たな
資源”が誕生しました。 コーディネーター

Ｃ校区推進会議の合言葉は、“まずは、やってみよう！”です。いろんなことにチャレ
ンジする中で生活支援団体が誕生し、可燃ごみ出しや草刈り、植木剪定の活動を行なって
います。
一方で、せっかく生活支援団体に活動者として登録しているものの、活躍の機会が少な

いメンバーもいました。話し合う中で、委員の中から「活動者の活躍の機会の創出」と
「長期休みのこどもたちの孤食解消・交流」という２つの目的をかけ合わせた、“こども
食堂プロジェクト”というアイデアが浮かびました。

そこで、コーディネーターが、保健所の「食中毒予防講座」を地域のメンバーで
受講できるように推進会議委員と一緒に調整するなどして、こども食堂の実現に
つなげました。当日は、これまでの活動では活躍の機会が少なかったメンバーも
参加。こどもから大人まで約80名の参加があるなど大盛況でした。
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Ｆ校区推進会議では、推進会議委員からの「学童保育所の対象学年が引き下げられ、高
学年児童が放課後に過ごす場所がないことが心配」という意見をきっかけに、“こどもの
居場所プロジェクト”を開始しました。コーディネーターの伴走のもと、推進会議で活発
な協議を続け、約１年後、校区コミュニティセンターに「こどもの居場所」が誕生しまし
た。

こどもたちの見守り役には、地域の団体がボランティアで協力しています。そのため、
こどもたちが地域の大人と触れ合う機会にもなっています。こどもたちからは「いろんな
遊具があって楽しい」という喜びの声。保護者からも「こういう場所があってよかった」
と好評です。
「ただ、たくさんのこどもたちに来てほしいだけじゃないんです。“ここにある居場所・
ここに来ていい居場所”を地域の中に作るんだ、という活動の目的を忘れてはいけ
ないと思っています」と、Ｆ校区推進会議のみなさんは話されています。

Ｅ校区推進会議では、住民の思いや意見を多く聞く『支え合うワークショップ』を開催。
ＰＴＡや小学校教諭、子ども会などの協力も得て、こどもたちにも参加してもらいました。

ワークショップ当日、コーディネーターと推進会議委員が一緒になって、こどもたちが自
由な発想と意見を伝えられるように雰囲気づくりと声かけを行いました。こどもたちからは
「子ども会を経験したことがないから、経験してみたい」「地域のおじいちゃんおばあちゃ
んと一緒に学校で勉強してみたい」と素敵なアイデアがたくさん出されました。

Ｅ校区ではワークショップ終了後、こどもたちが出してくれた多くの意見をひとつでも実
現できるように、現在も話し合いを進めています。

Ｄ校区推進会議では、高齢者世帯を主な対象とした見守り活動について協議を進めてき
ました。ある日、研修会でフードバンクやフードドライブの取組みを知った推進会議委員
が、過去の経験をもとに「これならできるかもしれない」とアイデアを発案。地域の関係
者に提案し、『衣服リユースボックスとフードボックス』を校区コミュニティセンターに
設置することになりました。

“これくらいならできる”が、“こんなことにもつながる”

地域の支え合いに、“こどもの新たな発想”を

地域の中にこどもたちの“居場所”づくり

現在、このボックスはコミュニティセン
ターに常時設置され、ボックスに届いた品
物を毎月マーケットで住民に提供できる仕
組みが生まれています。誰かの「これなら
できそう」のアイデアをきっかけに、地域
の支え合い・ゆずり合いが生まれています。

フードボックスの取組みについ
ての関係者への説明や、市内
の食料支援団体やこども食堂
とのつなぎの提案など、住民の
思いを実現するために、一緒に
考えています。 コーディネーター
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○支え合い推進会議や地域の支え合いの活動等について発信することで、地域活動に関心を持

ってもらい、参加のきっかけとなるように、「つながるスイッチ！！」を発行・配信しています。

つながるスイッチ!!「note版」つながるスイッチ!!「PDF版」

（４）事業がめざす方向性

○各種研修の機会や「つながるスイッチ！！」等の発行を通じて、推進会議や支え合い活動につ

いて周知する。

○すべての人が、地域で支え合うことについて知ってもらう機会をつくる。

○地域のあらゆる課題について取り組めるよう、住民・団体・企業等とのコーディネートを実施する。

○様々な人や団体、企業等が取組みに協力できる仕組みやきっかけをつくり、活動の幅を広げる。

○推進会議について、地域住民等の関心や理解を広げていく必要がある。

○支え合い活動に参加するきっかけをつくり、取組みの充実を図る必要がある。

○校区コミュニティ組織や人材だけでは対応が難しいことに対する解決策を検討する必要がある。

○地域生活課題を共有し、解決に向けて協力できるよう、多様な主体への働きかけや連携を図る

必要がある。

（３）事業実施の課題
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